
 

 

 

 

 

 

 

   外部専門員の活用① 

肢体不自由教育部門のアセスメントの様子を紹介します。 

    

                     【理学療法士】   

                  身体の様子を見ていただき、身体 

の取組の指導・支援の仕方につい 

                  て助言を受けています。 

 

 

 

                      

【作業療法士】 

                   児童・生徒の目と手の供応が適切に 

できるよう授業で扱う教材について 

アドバイスを受けています。 

 

 

肢体不自由教育部門 

●自立活動室 


